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こども・子育て支援に関するニーズ調査等結果（就学児童用）について

◆調査方法と回収状況

32.2 33.4 30.7 3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=5,359)

小学１年生 小学２年生 小学３年生 無回答

 あて名のこどもの学年は、「小学1年生」が32.2％、「小学2年生」が33.4％、「小学3年生」が30.7％となっている。

回答家庭のプロフィール

年齢別割合（H30）

調査方法

調査期間 平成30年11月30日～12月21日

調査対象者に調査票を郵送により配布し、郵送により回収。

有効回答数　5,359人 （有効回答率　45.0％）

大阪市こども・子育て支援に関するニーズ調査

就学児童用

市内に在住する就学児童（小学1年生～3年生）の保護者

住民基本台帳等から無作為抽出した12,000人（ただし、きょうだ

いで抽出された家庭については、複数の調査票が届かないよう調

整したため、調査票送付数については、11,918通）

実施調査

対象者

回収状況
    （平成25年調査）調査対象数　10,000人

　　　　　　有効回答数　4,771人（有効回答率　47.7％）
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回答家庭のプロフィール

 こどもの人数は、「2人」が52.7％で最も多く、次いで「3人」が23.1％、「1人」が16.6％となっている。

こどもの人数（H30）

16.6 52.7 23.1 5.9 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=5,359)

1人 ２人 ３人

４人以上

無回答

 家族との同居・近居の状況は、90.8％が父母と一緒に住んでおり、「祖母が近所に住んでいる」が32.9％、「祖父が近所に住んでいる」が25.4％と
なっている。

 平成25年調査の結果と比べると、「祖母が近所に住んでいる」、「祖父が近所に住んでいる」の割合が低くなっている。

90.8

32.9

25.4

8.5

5.7

2.9

0.6

0.5

0

86.0

38.9

29.5

11.1

7.7

4.8

0.9

4.8

0.3

0 20 40 60 80 100

父と母と一緒に住んでいる

祖母が近所に住んでいる

祖父が近所に住んでいる

母と一緒に住んでいる（母子家庭）

祖母と一緒に住んでいる

祖父と一緒に住んでいる

父と一緒に住んでいる（父子家庭）

その他の人と一緒に住んでいる

無回答

H30(n=5,359)

H25(n=4,771)

(%)

家族との同居・近居の状況
（H30－25比較）



子育てや教育について気軽に相談できるところの有無/相談先
 子育てや教育について気軽に相談できるところの有無については、「ある」が90.2％、「ない」が8.0％となっている。
 相談先は「配偶者」が最も多く、次いで「友人や知人」「親、親せき（同居している）家族」が多い。
 平成25年調査の結果と比べると、「小学校の先生」の割合が17.7ポイント高くなっている。
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90.2 8.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや教育について気軽に相談できる人
または場所の有無 （H30）

80.3 

72.0 

66.2 

31.5 

11.8 

10.7 

5.1 

3.3 

1.1 

0.8 

0.4 

2.7 

0.0 

78.8

64.5

68.2

13.8

23.5

4.5

0.2

2.8

0.7

8.3

1.3

2.0

2.1

0.4

0 20 40 60 80 100

配偶者

友人や知人

親、親せき、（同居している）家族

小学校の先生

近所の人

ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾などの習い事の先生

児童いきいき放課後事業や留守家庭児童対策事業などの指導員

区役所・こども相談センターの子育てや教育相談の窓口

ＮＰＯなどの子育て支援に関わるスタッフ

インターネットの交流サイト

民生委員・児童委員、主任児童委員

その他

相談できる人または場所はない

無回答

H30(n=4,832)

H25(n=4,771)全体（ｎ＝5,359）

子育てや教育についての相談先

（H30-25比較）

27.8 

1.3 

41.9 

0.9 

23.9 

2.7 

1.5 

22.1

1.0

40.9

0.7

26.5

7.6

1.2

0 10 20 30 40 50

フルタイムで就労しており育児・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが育児・介護休業中である

パート・アルバイトなどで就労しており育児・介護休業中ではない

パート・アルバイトなどで就労しているが育児・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

H30(n=5,320)

H25(n=4,346)

 母親の現在の就労状況については、「パート・アルバイトなどで就労しており育児・介護休業中ではない」が41.9％で最も多く、次いで
「フルタイムで就労しており育児・介護休業中ではない」が27.8％、「以前は就労していたが、現在は就労していない」が23.9％となっ
ている。

母親の就労状況（就学児童）

母親の就労状況（H30-25比較）

(%)

(%)

ある ない 無回答



放課後の居場所を提供する事業の利用状況

 放課後の居場所を提供する事業の利用状況には、「利用し
ている」が61.7％、「利用していない」が37.7％となって
いる。

 平成25年調査の結果と比べると、「利用している」の割合
が13.1％高くなっている。
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61.7 

48.6

37.7 

45.8

0.7 

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30(n=5,359)

H25(n=4,771)

放課後の居場所を提供する事業の利用状況（H30-25比較）

32.3 

39.0 

32.4 

21.1 

43.3 

43.3 

43.3 

43.6 

11.7 

6.5 

11.8 

19.9 

12.7 

11.2 

12.5 

15.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=3,304)

小学１年生

(n=1,273)

小学２年生

(n=1,115)

小学３年生

(n=801)

 児童いきいき放課後事業の利用頻度は、平日は「週１～３日利用」が
43.3％で最も多く、次いで「週4日以上利用」が32.3％となっている。
「週1～3日利用」と「週4日以上利用」をあわせた『利用している』が
75.6％となっている。

 年齢別にみると、学年が上がるにつれて利用頻度が少なくなっている。

週４日以上利用 週１～３日利用 利用していない

無回答
児童いきいき放課後事業の利用頻度（H30 学年別）

利用している 利用していない 無回答

 放課後の居場所を提供する事業を利用している理由は、「現在就
労している」が69.4％で最も多く、次いで「大人がみてくれてい
るところで遊ばせたい」が49.7％、「遊びやスポーツなどいろい
ろな活動ができる」が45.6％となっている。

 平成25年調査の結果と比べると、「現在就労している」のポイン
トが高くなっている。

69.4 

49.7 

45.6 

26.9 

25.8 

19.6 

61.2

57.8

52.7

34.4

23.5

23.6

0 20 40 60 80

現在就労している

大人がみてくれているところで遊ばせたい

遊びやスポーツなどいろいろな活動ができる

こどもが希望した

利用料が適当である

異年齢のこどもと交流できる機会がほしい

H30(n=3,304)

H25(n=2,319)

(%)

放課後の居場所を提供する場所を提供する事業を利用している理由
（H30-25上位６項目）

23.9 

18.8 

12.3 

11.8 

10.0 

9.0 

42.6

0 10 20 30 40 50

習い事（英語や習字など）

おやつなど補食の提供

指導内容を工夫する

施設や設備を改善する

朝の利用時間を延長する

夕方の利用時間を延長する

特になし

H30(n=3,304)

(%)

 事業者に希望することは、「特になし」が42.6％で最も多いが、希望する
ことがある人では「習い事（英語や習字など）」が23.9％で最も多く、次
いで「おやつなど補食の提供」が18.8％、「指導内容を工夫する」が
12.3％となっている。

事業者に希望すること（H30上位６項目）



地域のグループ活動やイベントの参加状況
 参加したことがある活動については、「お祭り（盆踊りや区民まつり）などの地域に根差した活動」が70.7％で最も多く、次いで「子ども会活動」が

27.3％、「スポーツ活動」が26.1％となっている。
 今後参加させたい活動については、「ものづくりなど体験学習活動」が31.3％で最も多く、次いで「スポーツ活動」が30.8％、「キャンプなどの野外

活動」が28.9％となっている。
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70.7 

27.3 

26.1 

23.3 

13.5 

9.9 

8.6 

5.7 

5.4 

4.8 

2.4 

1.2 

0.7 

11.4 

10.4 

75.4

24.9

27.8

19.8

14.1

12.1

6.2

5.3

5.3

6.3

3.5

0.9

0.8

13.3

3.5

0 20 40 60 80

お祭り（盆踊りや区民まつり）な

どの地域に根ざした活動

子ども会活動

スポーツ活動

ものづくりなど体験学習活動

文化・芸術活動

キャンプなどの野外活動

仕事・職業体験

自然観察などの環境教育活動

ボランティア活動

高齢者訪問などの社会福祉活動

リサイクル活動などの環境分野で

の社会貢献活動

ホームステイなどの国際交流や多

文化共生に関する活動

その他

参加したことがない

無回答

H30(n=5,359）

H25(n=4,771)

(%)
20.1 

13.4 

30.8 

31.3 

20.9 

28.9 

28.6 

22.4 

20.1 

12.2 

13.5 

24.3 

1.0 

0.0 

33.1 

25.3

17.0

32.1

33.4

20.0

30.6

26.7

22.4

22.0

13.3

13.9

21.7

0.7

4.2

25.3

0 10 20 30 40

お祭り（盆踊りや区民まつり）

などの地域に根ざした活動

子ども会活動

スポーツ活動

ものづくりなど体験学習活動

文化・芸術活動

キャンプなどの野外活動

仕事・職業体験

自然観察などの環境教育活動

ボランティア活動

高齢者訪問などの社会福祉活動

リサイクル活動などの環境分野

での社会貢献活動

ホームステイなどの国際交流や

多文化共生に関する活動

その他

参加したことがない

無回答

H30(n=5,359)

H25(n=4,771)

(%)

参加したことがある活動（H30-25比較） 今後参加させたい活動（H30-25比較）



子育て環境①
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 こどもの遊び場に関する満足度については、「満足している」が29.2％、「満足していない」が54.2％となっている。
 平成20年及び平成25年調査の結果に比べ、「満足している」の割合が高くなっている。
 こどもの遊び場に日ごろ不満に感じていることについては、「雨の日に遊べる場所がない」が64.3％で最も多く、次いで「思い切り遊ぶために十分な

広さがない」が55.7％、「遊具などの種類が充実していない」が40.3％となっている。

29.2 

54.2 

14.4 

2.3 

20.5 

62.0 

16.0 

1.5 

15.5 

73.7 

7.9 

3.0 

0 20 40 60 80

満足している

満足していない

わからない

無回答

平成30年度調査

(n=5,359)

平成25年度調査

(n=4,771)

平成20年度調査

(n=3,796)

こどもの遊び場に関する満足度（H30-25-20比較）

64.3 

55.7 

40.3 

37.7 

30.6 

20.4 

19.5 

17.8 

9.8 

7.4 

5.6 

2.4 

21.5 

0.1 

64.8

54.7

43.3

35.8

41.6

23.9

24.6

18.9

8.8

8.7

6.4

3.4

17.2

0.3

0 20 40 60 80

雨の日に遊べる場所がない

思い切り遊ぶために十分な広さがない

遊具などの種類が充実していない

遊び場周辺の道路を通行する自動車が多く危険に感じ

ることがある

緑や水辺などこどもが自然にふれあう場が少ない

不衛生である（ゴミの不法投棄など）

遊び場やその周辺の環境が悪くて安心して遊べない

近くに遊び場がない

遊具などの設備が古くて危険である

いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊び場に行ってもこどもと同じ歳くらいの遊び仲間が

いない

遊び場の設備が、障がいがある人の利用に配慮されて

いない

その他

無回答

H30(n=2,904)

H25(n=2,959)

こどもの遊び場に日ごろ不満を感じること（H30-25比較）

(%)

(%)
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 こどもが巻き込まれる事故や犯罪が増加していると感じるかについては、「感じる」が39・6％で最も多く、「感じない」が20.5％となっている。
 平成20年及び平成25年調査の結果に比べ、「感じる」の割合が低くなっている。

39.6 

53.4 

65.4 

20.5 

17.5 

14.2 

37.8 

28.1 

16.9 

2.0 

1.0 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年度調査

(n=5,359)

平成25年度調査

(n=4,771)

平成20年度調査

(n=3,796)

感じる 感じない わからない 無回答

 子育てが地域の人や社会に支えられていると感じるかについては、「感じる」が69.9％、「感じない」が27.7％となっている。
 平成25年調査の結果と比べると、「感じる」は平成25年調査（61.2％）より8.7ポイント高くなっている。

69.9 

61.2

27.7 

32.9

2.5 

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30(n=5,359)

H25(n=4,771)

感じる 感じない 無回答

こどもが巻き込まれる事故や犯罪が増加していると感じるか（H30-25-20比較）

子育てが地域の人や社会に支えられていると感じるか（H30-25比較）

子育て環境②



子育てについての楽しさや負担感の程度

 子育てを楽しいと感じるかについては、「少し楽しいと感じる」が37.7％で最も多く、次いで「楽しいと感じる」が36.2％で、両者をあわせた『楽し
いと感じる』は73.9％となっている。
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36.2 

35.8

37.7 

36.5

18.8 

19.9

4.0 

3.6

1.3 

1.6

2.0 

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30
(n=19,739)

H25
(n=10,840)

楽しいと感じない

あまり楽しいと感じない

楽しいと感じる
無回答

少し楽しいと感じる どちらとも思わない

 子育てをつらいと感じるかについては、「どちらとも思わない」が29.3％で最も多い。
 「あまりつらいと感じない」（27.9％）と「つらいと感じない」（28.5％）をあわせた『つらいと感じない』は56.4％となっている。
 平成25年調査の結果に比べて、『つらいと感じない』は3.1%低くなっている。

28.5 

31.6

27.9 

26.2

29.3 

27.9

9.3 

8.9

2.7 

2.5

2.2 

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30
(n=19,739)

H25
(n=10,840)

つらいと感じない あまりつらいと感じない どちらとも思わない 少しつらいと感じる

つらいと感じる
無回答

子育てを楽しいと感じるか（H30 －25比較）

子育てをつらいと感じるか（H30 －25比較）



子育てに関する悩み

 子育てに関する悩みについては、「こどもの教育に関する
こと」が43.3％で最も多く、次いで「こどもの学力に関す
ること」が39.3％、「こどもの友達づきあい（いじめなど
を含む）に関すること」が36.2％となっている。
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43.3 

39.3 

36.2 

23.1 

21.7 

20.6 

15.2 

6.0 

4.5 

1.4 

15.6 

2.6 

1.5 

45.9

42.6

44.9

23.1

20.7

20.1

14.5

5.4

2.5

1.6

0.0

3.9

7.5

0 10 20 30 40 50

こどもの教育に関すること

こどもの学力に関すること

こどもの友達づきあい（いじめな

どを含む）に関すること

病気や発育・発達に関すること

こどもと過ごす時間が十分取れな

いこと

食事や栄養に関すること

こどもとの接し方に自信が持てな

いこと

障がいに関すること

子育てのことがよくわからないこ

と

こどもの不登校など

特にない

その他

無回答

H30(n=5,359)

H25(n=4,771)

(%)

子育てに関する悩み（H30-25比較）

36.3 

28.4 

25.0 

22.5 

18.9 

18.3 

17.5 

11.1 

9.8 

6.1 

3.9 

20.2 

3.4 

2.7 

38.3

24.4

20.8

19.7

12.9

15.0

17.6

9.6

7.7

6.8

3.6

0.0

3.9

7.5

0 10 20 30 40 50

子育てにかかる出費がかさむこと

子育てのストレスなどからこどもにきつくあたっ

てしまうこと

自分のやりたいことなど自分の時間が十分取れな

いこと

仕事との両立が難しいこと

子育てによる身体の疲れが大きいこと

子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少な

いこと

住居が狭いこと

配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わ

ないこと

配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれ

る人がいないこと

自分の子育てについて、周りの人の目が気になる

こと

子育てに関して話し相手や相談相手がいないこと

特にない

その他

無回答

H30(n=5,359)

H25(n=4,771)

 子育てに関する保護者自身の悩みについては、「子育てにか
かる出費がかさむこと」が36.3％で最も多く、次いで「子育
てのストレスなどからこどもにきつくあたってしまうこと」
が28.4％、「自分のやりたいこととなど自分の時間が十分と
れないこと」が25.0％となっている。

保護者に関する悩み（H30-25比較）

(%)



仕事と子育てを両立させる上で大変なこと

 仕事と子育てを両立させる上で大変なことは、「病気やけがをした時に代わりにこどもをみてくれる人がいないこと」が47.4％で最も多く、次いで
「こどもと接する時間が少ないこと」が35.4％、「残業や出張が入ること」が23.1％となっている。

 仕事と生活の調査が図られていると感じるかは、「まあまあ感じる」が49.8％で最も多く、「感じる」（12.6％）をあわせた『感じる』は62.4％と
なっている。
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配偶者・パートナーの協力が得られないこと

職場に子育てを支援する制度がないこと

職場の理解や協力が得られないこと

こどもの面倒をみてくれる放課後の居場所など

がみつからないこと

こどものほかに面倒をみなければならない人が

いること

家族や親せきの理解が得られないこと

その他

無回答

平成30年度調査

(n=5,359)

平成25年度調査

(n=4,771)

(%)

仕事と子育てを両立させる上で大変なこと
（H30-25比較）
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行政に対して充実を図ってほしい子育てに関する支援策
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 行政に対して充実を図ってほしい子育てに関する支援策は、「親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する」が51.7％で最も多く、次い
で「育児休業給付の拡充などの子育て世帯への経済的援助の拡充」が45.7％、「小児救急等安心してこどもが医療機関を利用できる体制を整備する」
が44.4％となっている。

 平成20年及び平成25年調査の結果に比べ、「育児休業給付の拡充などの子育て世帯への経済的援助の拡充」や「小児救急等安心してこどもが医療機関
を利用できる体制を整備する」のポイントが低くなっている（改善している）。
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親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する

育児休業給付の拡充などの子育て世帯への経済的援助の拡充

小児救急等安心してこどもが医療機関を利用できる体制を整備する

こどもの安全を確保する対策を充実する

こどもの居場所として学力向上のために学習支援事業を充実する

親子が安心して集まれるつどいの広場などの屋内の施設を整備する

こどもの一時預かりなどのサービスを充実する

子連れも安心して出かけられる子育てのバリアフリー化に取り組む

保育所などこどもを預ける施設を増やす

子育て支援に関する情報提供を充実する

親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の運動場の開放を増やす

子育てに困ったときの相談体制を充実する

こどもの居場所としてこども食堂等食事提供がある事業を充実する

気軽に利用できるＮＰＯ等の子育て支援サービスに対して支援する

親子教室の開催回数の増加と内容の充実を図る

市営住宅の優先入居など住宅面での配慮や支援に取り組む

子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる

子育てサークル活動への支援を充実する

その他

特になし

平成30年度調査

(n=5,359)

平成25年度調査

(n=4,771)

平成20年度調査

(n=3,796)

行政に対して充実を図ってほしい
子育てに関する支援策（H30-25-20比較） (%)


